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第 239回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『内から湧き出る joy』 〜 隅の首石 〜 

 

2024年 2月 18日は【『東久留米がん哲学外来(13:00〜15:00)』(2008年スタート)と『読書

会(15:30〜17:30)』(2007年スタート)】に赴いた。 

 

『東久留米がん哲学外来』 (代表：小林真弓氏）は、CAJ(クリスチャン・アカデミー・イン・

ジャパン)のキャンパスで行なった。 筆者は、個人面談の時が与えられた。 始めての参加

者も居られた。 Wife は、クッキーを作り持参した。 愛情豊かなスタッフの皆様には、た

だただ感謝である。 2008年『東久留米がん哲学外来』を一緒にスタートした吉川研一氏と

風早謙一郎氏も、今回参加して頂いた。 まさに、原点回帰の時となった。 

 

『東久留米がん哲学外来』の後、東久留米駅前の『イースト サイド カフェ & ダイニング』

での読書会に向かった。 筆者は、英文で書かれ、現在でも世界に誇る名著とうたわれる【『代

表的日本人』[内村鑑三(1861〜1930)著 鈴木範久訳、岩波文庫]と『武士道』(新渡戸稲造著 

矢内原忠雄訳、岩波書店）】(画像)を交互に 2007年から毎月、参加者と音読しながら進め

ている。 新渡戸稲造著『武士道』＆内村鑑三著『代表的日本人』を熟読玩味する時である。  

 

今回の読書会の箇所は、【『武士道』[新渡戸稲造(1862-1933)著 矢内原忠雄(1893–1961)

訳、岩波書店]の第1章『道徳体系としての武士道』】であった。 野澤登美子氏が音読を担

当された。 徹夜で、練習されたことであろう！  

 

『武士道はその表徴たる桜花と同じく、日本の土地に固有の花である』＆『小さい子をいじめず、

大きな子に背を向けなかった者、という名を後に残したい』＆『偉大なる規模の道徳的建築を建

てうべき隅の首石であること』が 今回の学びとなった。 人間は自分では『希望のない状況』で

あると思ったとしても、『人生の方からは期待されている存在』であると実感する深い学びの時

が与えられている。『読書会』は『表面的な happy』vs『内から湧き出る joy』の違いの考察の

時ではなかろうか！  終了後は、『イースト サイド カフェ & ダイニング』の隣のインド料理ル

チラで、夕食の時をもった。 大変有意義な貴重な日となった。 

『三浦修道院は広い敷地で、大きな部屋』もあり『広々とした三浦海岸』も眺められるので、

小学生が１泊の機会があれば、マザー・テレサ（Mother Teresa,1910–1997;1979 年ノーベ

ル平和賞受賞）の学びの時ともなろう。 
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